
【ＦＡＱ】～介護保険外サービスについて～ 

 

 

 

Ｑ１：この事業において、事業者と区が委託契約を結ぶのはどのような時ですか。 

Ａ１：①在宅要介護者等が陽性となった時 

   ②家族が陽性になり、家族による介護を受けられなくなり、一時的に訪問介護等のサービスが

必要となった時 

 

 

Ｑ２：委託契約の対象となるサービスはどのような内容ですか。 

Ａ２：「介護保険法に基づく給付の対象となるサービス」と同等の内容を、介護保険外サービスとし

て委託契約し、全額公費負担します（サービス利用者の負担金はありません）。 

 

 

Ｑ３：委託料の額はいくらですか。 

Ａ３：委託料の 1時間当たりの単価は以下のとおりです。 

時 間 帯 高 齢 者 

日中（8時～18時） ＠4,515円 

早朝（6時～8時）及び夜間（18時～22時） ＠5,643円 

深夜（22時～6時） ＠6,772円 

 

 

Ｑ４：訪問１回あたりの派遣時間が１時間未満の場合、委託料の額はどうなりますか。 

Ａ４：１時間未満の時間は切り上げとし、１時間分の委託料をお支払いします。 

 

 

Ｑ５：委託対象期間を教えてください。 

Ａ５：陽性となった方に対し、発症日から、外出を控えることが推奨される期間が終了した日 

まで（ただし、令和 6年 3月 31日（日）まで）の間が、委託対象となります。 

※ 期間中に入院が決まるなど、在宅での介護が不要となる場合は、その日まで。 

※ 令和 6年 3月 15日以降にサービス提供する場合は、事前に区へご一報ください。 

 

 

Ｑ６：委託契約はどのような手順で行うのですか。 

Ａ６：手順は以下のとおりです。 

(1) 利用対象者の担当ケアマネジャーが、区指定様式の利用申請書にサービス計画書を添付して、

区に提出。 

※ケアマネジャーが付いていない方は、区職員が作成。 

(2) 区が書類審査の上、サービス提供の可否について決定し、希望する送付先へ通知。 

(3) 区が訪問介護事業者等と委託契約を締結し、区から事業者へ依頼通知書及びサービス計画書を

送付することで、サービス提供（ヘルパー等の派遣）開始。 

 

 



Ｑ７：委託料の請求はどのような手順で行うのですか。 

Ａ７：手順は以下のとおりです。 

(1) サービス提供完了後、翌月 10 日までに、事業者が、区指定様式の実績報告書と請求書を区に

提出。 

(2) 区が書類審査の上、事業者の口座に委託料を振り込む。 

※協力金の支給に当たっては、別途申請手続きが必要になります。 

 

 

Ｑ８：本事業の実施期間はいつまでですか。 

Ａ８：令和 6年 3月 31日（日）サービス提供分までです。 

   なお、申請書等の受付について、最終期限は令和 6年 4月 15日（月）とします。 


